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　2013年特別研究期間で訪れたサンフランシスコ神学校 (San Francisco Theological 
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という報告がなされた。1981年 7月にはサンフランシスコとニューヨークで 26歳から 51歳の 26名
の同性愛者の間でこれも免疫機能が抑制された老人がなりやすいカボジ肉腫を疾患しているという報
告がなされた。そのことにより、同性愛的なライフスタイルをしている人が疾患する病気として認識
された。この頃は HIV/AIDSという名ではなく、GRID Gay-Related Immune deﬁciency、Gay Diseaseあ
るいはWrath of God Syndrome(WOGS 神の怒りの症候群 )などと呼ばれ、感染症である事もあり、多
くの同性愛者の人たちがキリスト教からも同性愛行為に対する神の怒りとみなされ裁かれた。このよ
うな神学をその頃、エイズ患者のケアを教会で行っていたWilliam E.Amos.Jrは裁きの神学と呼んで
いる。(1988 When AIDS comes to church The Westminster Press Philadelphia)















　Elia Shabani Miligoはあるグループに烙印が押されるまでには 5つの段階があると
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　2010年マレーシアで行われた CCA(Christian Conference in Asia)のアジア地域エイ
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（Journey and dialogue with them）
　マレーシアン　ケアは、HIVについての知識や、HIV陽性者の身体的・霊的痛み
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介している。選択肢として、ダルク (Drug Addiction Rehabilitation Center)や毎日どこ
かで行われている NAミーティング、依存症専門クリニック、個人的に会ってくれる
回復者、また回復者が自分の話しをするオープンシンポジュウム、精神科医・精神保
健福祉士との連携など社会にある資源をいくつか提示し、本人に選択してもらい、時
に同行する。関西学院大学神学研究科では 2014年度授業において薬物依存症につい
て何人かの当事者をゲストスピーカーとして招き話しを聴く機会を持った。ゲストス
ピーカーとの個人的な関わりを通し、将来薬物依存症から回復を望む人に出会った
時、牧師が一人で抱えるのではなく、相談しながら必要な支援体制を構築していく事
が大切である。
　第 3段階は、行動時期である。この時期は行動を始めて 6ヶ月以内で再使用がおき
やすいことを覚えておく必要がある。牧師は、行動を変えると決心した事への支持を
表明し、行動を変えて良かった事にフォーカスし援助する事が大切である。
　第 4段階は、維持期 (Meintenance)である。この時期、牧師が出来る事は、変えた
行動を維持する為の励まし、再使用に結びつく鍵を見極め、それを回避する方法など
を話し合うことである。長い期間維持できていても、調子が良くない日もある。そん
な時、今までどこまで出来てきたのかなどを話し合い、出来てきている自分を思い出
してもらう事も大切である。
　薬物依存症の HIV陽性者に関わっている臨床心理士仲倉広高氏は、この時期相談
者にスケジュール表とシールを買ってもらい、やめている日にシールを貼り、カウン
セリングの日にその日数を数える作業をしている。この事によって、目に見える形で
自分がやめている日を感じる事が出来、再使用した場合も、又一から始めるが、やめ
ている期間がどれだけ長くなっているのかなどを実感できるきっかけとなっている。
また、NAでは、やめる事が出来ている日数によってキーホルダーのようなものを渡
し、貰った人は大切に保管している。1年の記念日など、年数による記念日を
Birthdayと呼び、みんなで祝う。牧師も記念日を祝うという儀式を一緒にすることも
大切な支援方法の一つである。William Millarは、この時期、最初は再使用をさける
ため、再使用を招くような場へは行かないという選択をする人も多いが、次第に自分
自身をチャレンジし、一緒に飲みに行っても「飲みません」と言ったりする事で、自
分自身の自信に繋がると述べている。ただし時期を間違ってはいけない。
　この維持期は一見安定した喜ばしい状況に見えるが、今までクスリを使用する事で
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生き延びてきた分、それが無くなり、裸の状態になる。その裸の状況の中で新しい問
題が起こったり、前の自分に戻りたいと思ったり、社会性をずいぶん長く無くしてき
た分、人との関わり方などに自信が無かったり様々な不安をかかえる。また、自分の
存在意義を見いだす場を探す時期でもある。この時期こそ、教会が共同体として色々
な事を提供出来る可能性がある。京都にある日本キリスト教団京都教区で行っている
バザールカフェでは、共同体として薬物依存症から回復を望んでいる人たちが様々な
形で働いたり、ボランティアをしたりして、共同体の中で自分自身を再構築する機会
を持っている。共同体の中で感じる新しい自分の姿、そして共同体の中で話し、笑
い、泣き、怒り、人の相談にのり、一緒に働く平凡な日常が大切なのである。ここで
牧師が注意しなければならない事は、依存症の人たちに多くの役割をお願いすること
により、その人たちに期待に応えないといけないというプレッシャーを知らず知らず
のうちに与えてしまい、そのことが再使用のきっかけとなってしまう可能性があると
いう事である。又期待に応えられなかった時、自分に対する自己肯定感の喪失にも繋
がる。この時期は、その人たちの共同体での役割りについて本人と絶えず相談しなが
ら決めていくことが大切である。
　また、「壊したくなる願望」というものがあることをカウンセリングのセッション
でよく耳にする。関係性が安定したり、仕事が安定したり、平凡な日々が継続する中
で、「失う」恐怖心と不安が起こり、壊れる前に自分自身で関係性や平凡な日々を壊
してしまう人もいる。牧師は、壊された関係性に嘆くのではなく、この事を通してど
んな不安と戦っているかに興味を持ち、関係性は続く事を示しつつ待つことが大切で
ある。
結び
　本稿においては、薬物依存症から回復を望む HIV陽性者に対するスピリチュアル
ケアのあり方について社会変革の側面と個人の魂の救いについて論じてきた。依存症
からの回復には 12ステップを用いたプログラムや同じ立場の人たちが集まって支え
合うセルフヘルプグループの役割は大きい。セルフヘルプグループの中でおこなわれ
ている「グループ告白」は、18世紀においてジョン・ウェスレイが始めたメソジス
ト派による小グループ運動の影響もあると言われている。27本来、キリスト教信仰の
27 セルフヘルプについての研究者である上智大学　岡知史氏は、アメリカでは 19世紀以降ルーテル教
会の牧師がオックスフォードグループをつくり、その中で罪を告白し、自分自身を変え、しかも他の
人が変わるのを助けようとするセルフヘルプグループの原型のようなグループがあったと述べてい
る。そのグループの中に、2人のアルコール依存者がいて、後に AAを設立。（岡知史　『第 2章　欧
米のセルフヘルプ運動と研究の流れ』http://pweb.sophis.ac.jp/oka/res/selfhelp/shg5/95sho2.pdf
 オンライン　2014/2/25　p40-43
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交わりから始まったセルフヘルプグループも日本では宗教性はあまり重要視されてい
ない。しかし、著者の出会った人達の多くは、自分を超えた存在と向き合う大切さを
語る。薬物依存症から回復を願う人たちは、今まで自分自身を支配していたものから
解放され生きていく事を目指している。20世紀のスピリチュアリティと題し、ゲイ /
レズビアンのスピリチュアリティについて、以下のように述べられている。
　ゲイ /レズビアンたちの初期のスピリチュアリティの表現は、己の信仰を窒息
させながら秘密を隠して生きる辛さが中心であった。やがて、自分に正直である
ことに伴う障害を乗り越え自由で自分らしい新たな人生に向かう旅が中心となっ
ていった。その旅は「あなたがたを自由にする」と約束されている真理を指して
いる。この神と自己と他者との偽りの無さが、スピリチュアルな諸々の徳（愛、
共感、真理、寛容、赦し、忍耐、勇気）を養う土台を形成する。神と自己と他者
との正しい関係においていきるためにはそれらが必要なのである。28
　自分自身が隠してきた秘密や傷と向き合う過程は誰にとっても簡単な事ではない。
しかしこの過程を共に歩み、語り合う中で、牧師自身も癒される体験をする事が出来
るのではないだろうか。今後、私たちはセルフヘルプグループが始まった原点である
小グループによる告白と祈りの場について学び、自分を超えたものに魂の救済を求め
てくる人たちの人生を共に歩める場を創造していくきっかけとしたい。また１２ス
テップの中で語られるハイヤーパワーについて考察し、キリスト教共同体の役割につ
いても考察を深めていきたい。
28 ゴードン・マーセル監修　2006　青山学院大学総合研究所訳『キリスト教のスピリチュアリティ　そ
の 2千年の歴史』新教出版社　386－ 367頁
